
　

4月になり街中の景色も桜色に染まり心華やぐ春を迎えました。温かい陽気で心も足取りも軽くなる季節で

すが、まだ朝晩は冷え込む日もありますので、お体には十分お気を付けください。

さて、新年度がスタートし、新しい取り組みを始める団体さんも多いのではないでしょうか。令和3年度は

多くの方がコロナの障壁に苦しめられた年であったと思いますが、それでも前向きに活動を続ける皆様に大き

な可能性を感じ、スタッフも力をいただくことができました！

栃木県ではようやく“まん延防止”が解除され、センターでの活動を自粛されていた団体さんの活動も再開

し、いつものような活気を取り戻しつつあります。もうこれ以上活動が絶たれることのないよう、センターで

も引き続き感染対策を徹底し、皆様に安心してご利用いただけるよう努めてまいります。

2022年 4月号

日光市民活動支援センター

〒321-1261 日光市今市304-1 2階

OPEN 9:00～23:00（19:00以降は会議室利用時のみ開所）

TEL/FAX 0288-22-2271 URL▶https://nikko-shiencenter.jp/

◎ 会議室をご予約の方へ … 予約キャンセルの際は予約日前日までに、お手数でもセンターまでご連絡をお願いいたします。

当日キャンセルの場合も速やかにご連絡ください。

◎ ロッカーの更新について … 新年度も引き続きロッカーをご利用の団体様は、更新の手続きをお願いいたします。

新規の申込みも受け付けております。料金をご持参のうえセンターまでお越しください。

■使用料 100円/月（基本、年額1,200円を一括納入となります。）

センター会議室 ７月分 の予約受付は、

４月１日(金) 午前９時 から開始します。

※開始初日の午前中は来館者のみの受付となります。

お 知 ら せ日光市民活動支援センターからの

ホームページへはこちらの

QRコードからアクセス！

令和4年3月版

『特定非営利活動 促進法の手引き NPO法人編』

『特定非営利活動法人 設立ガイド』ができました！

センターにご用意してありますので、ご覧になりたい方は

スタッフまでお声がけください。

NPO法人はばたき×今市中学校

～こころあたたまる事例～

皆様こんにちは！3月19日に、NPO法人はばたき様と今市中学校様の連携事業

「今市中学校美術部絵画展」がカフェおおぞらにて開催されました。

この事業のきっかけは、以前、栃木県教育委員会事務局上都賀教育事務所が主催

する「上都賀地区ふれあい学習推進会議」に参加した際に、NPO法人はばたき様、

今市中学校の先生方、日光市教育委員会様、日光市民活動支援センターの4者で、

学校とNPOが連携できる事業を考えて、今回実現することができました。

学校とNPOがつながることは、地域の課題やNPOの思いに触れ、学びや得るも

のも多く、子ども達にとっても貴重な機会になると思います。今後も日光にこのよ

うな事例が増えていくよう、関係機関の皆さんとの縁を大事にしていきたいです。

今回のつながりから、おおぞらを拠点に新たなつながりや交流が生まれるのでは

ないかと楽しみです。今後も継続的に展示会を実施していく予定ですので、素敵な

作品とおいしいランチを食べに皆さんも是非足を運んでみてください♪



応募締切 募集名 主催者 問合せ先 分野

ボランティア活動助成
（公財）フランスベッド・

メディカルホームケア研究・助成財団
042-349-5435

保健/

高齢者/障がい者

JIC 助成プログラム (プロジェクト助成)
ジョンソン・エンド・ジョンソン

日本法人グループ
03-6240-0778 保健

生活学校助成 （公財）あしたの日本を創る協会 03-6240-0778 地域

FGF 活動助成 富士フイルム・グリーンファンド 03-6659-6310 環境保全

都会の子供たちの環境学習活動に対する助成 （公財）高原環境財団 03-3449-8684 子ども/環境保全

緑化を伴うヒートアイランド対策に関する助成 （公財）高原環境財団 03-3449-8684 環境保全

老後を豊かにするボランティア活動資金助成 （公財）みずほ教育福祉財団 03-5288-5903 高齢者/地域共生

地域福祉チャレンジ活動助成 （公財）日本生命財団 06-6204-4013
福祉/高齢者/

障がい者/子ども

4/22(金)
■人々が健全な精神、健康な身体を享受できる社会の実現を目指し、次世代を担う子ども・若者の支援に

　長期的な視点で取り組むプロジェクトに対して助成　　　　　　　　　　　【助成額：1,000万円まで】

　※助成対象は、法人格を有する非営利・公益団体に限る。

チカラになる！助成金・コンクール情報 ≪1≫ ≪ 2022年 4月 ≫

4/14(木) ■在宅ケアの推進を目的として高齢者や障害者(児)等を対象とした公益の活動をする団体に対して活動費用を助成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【助成額：約10万円】

4/30(土)
■「生活学校」の趣旨に賛同し、「生活学校」及び「全国運動」に参加する地域活動団体に対して活動経費を助成

○生活学校（身近な地域や暮らしの様々な課題解決に取り組むグループ）への参加　　　  【初年度3万円、2年目3万円】

○全国の生活学校が連携して行う全国運動（現在のテーマは「食を通じた子供の居場所づくり」)への参加【上限5万円】

5/6(金)

■自然環境保全または自然とのふれあい活動を積極的に行う非営利の個人・団体に対して活動費用を助成

・地域の里地や緑地、学校の樹林等を最小限のスケールとし、園芸の範疇に入るものは対象外

・自然と接し楽しむだけではなく、自然環境保全、自然環境教育、自然環境保護思想の普及・啓発につながるもの

・活動フィールドの基盤が確保されており、ある程度活動実績があること　 【助成額：上限なし、助成総額850万円】

5/31(火)

■自然環境の悪化防止と再生を目指して緑化活動を行っている法人や地域活動団体に、新たな緑化のための 工事費用を助成

5/11(水) ■地域の小学生以下の子供たちに向けて、緑化や自然体験などの環境保全に関する体験・学習活動を行う

　NPO法人等の地域活動団体に対して事業費用を助成　　　　　　　　　　　　【助成額：50万円まで】

★活動内容例 … 生活支援サービス、地域共生社会につながる活動、世代間の交流を図る活動、レクリエーション活動 等

5/11(水) □樹木、芝、多年草等を植栽する新たな緑化事業で、2022年7月1日～2023年3月15日に実施・完了するもの

※新たに緑化を行う面積の合計が原則として30㎡以上であること(地植えをしないものは15㎡以上)

※助成事業完了後も良好な維持管理を行い、3年間は植栽の撤去、移植等を行わないこと　　【助成額：250万円まで】

5/20(金)

■以下の団体を対象に、継続的に使用する用具・機器類（設備は除く）の取得資金を助成　　【助成額：10万円まで】

・高齢者を対象として活動するボランティアグループ　・地域共生社会の実現につながる活動を行う高齢者中心のボランティアグループ

　■必要要件■　・構成員10～50人程度　・活動年数が満2年以上　・本助成を過去3年以内に受けていない

　・規約や会則、年度毎の活動報告書、会計報告書が整備されている　・グループ名義の金融機関口座を保有している

　※対象外となるグループ … 法人格を有する団体、老人クラブ、自治会・町内会、また、その内部機関や関係機関

　・高齢者、障がい者、子ども等全世代交流型の活動、就労の機会提供、社会参加づくり

　・人生の看取りまで含む生活支援につながる活動　・高齢単身者、家族介護者を含めた複合的な生活課題に対する(家族への)支援

　＜テーマ＞・福祉施設やその専門職と地域住民の協働によるサービス作り　・認知症の人やその家族と地域住民がともに行う地域作り

　他の団体・機関、住民組織等と協働で活動する団体に対して活動費用を助成　　 【助成額：400万円まで】

■活動実績のある団体（法人格の有無問わず）で、以下のテーマにチャレンジする意欲がある団体、



⇒⇒⇒

応募締切 募集名 主催者 問合せ先 分野

障がい者福祉助成金 社会福祉法人 木下財団 03-6222-8927 福祉/障がい者

配食用小型電気自動車寄贈 （公財）みずほ教育福祉財団 03-5288-5903 福祉/高齢者

ジュニアスポーツ振興助成 （公財）ヨネックススポーツ振興財団 03-3839-7195
子ども/

スポーツ振興

小規模な草の根団体のための助成 ラッシュジャパン チャリティバンク 03-6859-0767
環境保全/人権/

動物愛護/復興支援

共感助成 (公財）信頼資本財団 075-275-1330 多分野

メイスン財団助成 （一財）日本メイスン財団 03-3431-0033 障がい児

チカラになる！助成金・コンクール情報 ≪2≫ ≪ 2022年 4月 ≫

6/6(月)
■以下のような障がい者支援を行う非営利団体に対して、施設の増改修や補修、設備や備品等の購入資金を助成

　・グループホーム・地域活動支援センター・就労継続支援A/B型　などの社会福祉事業

　　または、それに準じた事業（※加齢に伴う障がい(高齢者)は除く）　　　　　　　　【助成額：25万円まで】

6/30(木) ●自然環境の保護、動物の権利擁護、人権擁護・人道支援・復興支援活動に取り組む、小規模な草の根団体を対象として、

　上記の活動に関するプロジェクトに対して助成　　　　　　　　　　　　　　　　 【助成額：10～200万円まで】

6/20(月) ■ジュニアスポーツの振興に関する事業を積極的に行っているNPO法人等の団体に対して助成

　※スポーツ事業に必要なすべての経費が対象です。　　　　　　　　　　　　　　　【助成額：100万円まで】

6/10(金)

■一人乗り小型電気自動車「みずほ号」（家庭用コンセント100Ｖからの充電専用）の寄贈による助成です。

　以下の条件を満たす、非営利の民間団体（法人・任意団体問わず）に対して助成　　【予定数：14台（14団体）】

■高齢者を対象に、1年以上継続して、週1回以上、調理・家庭への配食・友愛サービスをを一貫して行っていること。

■現在の活動を継続するにあたって、配食用の車両が不足しており、本寄贈によって運営の円滑化が見込まれること。

○上記の事業、施設・備品整備等に対して助成　　　　　　　【助成額：助成対象事業に寄付として集まった金額】

 ※申請には最低3名の「信頼責任者（助成対象事業の目的の達成に協力する道義的責任を負う方）」が必要

期限なし ●障がい児(者)及び社会的弱者を対象に活動している団体・法人に対し、活動に必要な資金を援助

○2年以上の活動実績のある非営利法人・慈善団体(特に子供を対象とする直積的支援)　【助成額：財団が承認した額】

期限なし
●環境・地域活性・農林水畜産業・福祉・教育・人権等で信頼関係の増大につながる事業に取り組む非営利団体が対象

★詳細をお知りになりたい方は、当センターまたは主催者までお問い合わせください★

日光市民活動支援センター ☏ 0288-22-2271（9:00～19:00）

先月もハガキや切手のご寄付や牛乳パック収集のご協力など、皆様からのご厚意

ありがとうございました！

お花の団体さんから綺麗なお花をいただいたので、皆さんの集うスペースに飾らせ

ていただきました♪毎日水を替えたり気にかけてお世話しているとその分長持ちして

くれて、とても嬉しい気持ちになりました😊

また、長く日光市内で貢献活動をしていただいている方から日光市のためにと寄付

金をお寄せいただきました。ご自身のことに使うこともできるのに、このように誰か

のためにと行動する姿には心動かされるものがあり、スタッフ一同、頭が下がる思い

です。

皆様からお寄せいただいたご寄付等は、寄付先や活用先が決まりましたらあたらめ

てご報告させていただきます。



皆様からお寄せいただいたご寄付等は、寄付先や活用先が決まりましたらあたらめ

てご報告させていただきます。



あなたの活動団体が行っているイベントやセミナー、

ボランティア募集等のお知らせを「にこっと！」に載せませんか？

ご連絡お待ちしております♬

（掲載スペースに空きがない場合は翌月に持ち越しになる場合があります。）

😊イベントやボランティア募集等の

情報をお寄せください😊

この間、久しぶりに「やしおの湯」に行ってきました。 向かう途中雪が降ってきて、この時期に思

いがけず雪見露天風呂を楽しむことができました。 もくもくと立ち上る白い湯気の中、屋根の隙間か

ら落ちてくる雪が火照った肌に心地よかったです。 岩にもたれてしんしんと降り続く雪を眺めている

と、心に溜まったもやもやが、温かいお湯と一緒に溶けて流れていくようでした。

こんな時だから、ゆっくりと心の洗濯をする時間を大切にしたいですね。

みなさん、おすすめの温泉があったらこっそり教えてください。 スタッフＫ子でした。

『にっこう認知症・若年性認知症の家族の会』

創設10周年 おめでとうございます😊

にっこう認知症・若年性認知症の家族の会さんが創設

10周年の記念誌を発行されました。これまでのご活動の軌

跡が、当時の記事や写真、会員の皆様の『想い』とともに

詰まった一冊です。センターにご寄付いただきましたので、

ぜひ皆様お手に取ってご覧ください。

４月２日(土)～３日(日) 10：00～16：00 入場無料

キッチンカーがやってきたり、お釈迦様に甘茶かけ体験や、

子供用品のチャリティバザーなどがあります！

バザーの収益は支援が必要な子ども達のためや、

NPO法人等への寄付に充てられます😊

■お問合せ 如来寺 日光市今市710 0288-21-0105

先日、日光市国際交流協会さんが主催する日光市内に在住する

外国人との言語や習慣、文化の違いを超えて日本語でコミュニケ

ーションを図るコツについての講演に参加させていただきました。

国内在住の外国人とのコミュニケーションの取り方のコツとして、無理に英語を含めた他国の言葉を

使い会話するのではなく、普段使っている日本語で会話すると伝わりやすいとのことでした。

そこで、今回、栃木県国際交流協会さんが作成された「やさしい日本語」を用いてコミュニケーショ

ンの取り方を学びました。「やさしい日本語」での話しかける時のコツとして、「です・ます」で話す、

短い1文で話す、1文には１つの情報のみにする、といったポイントがありました。また聞く時のコツと

しては、よく聞く（間に話を挟まない）、待つ、あいづちを多く出す、といったポイントがありました。

とても分かりやすい内容で、外国人とのコミュニケーションの取り方のハードルが下がった気がします。

現在日光市内には1077人の外国人が在住していて、国内では年々日本に在住される外国人が増加傾

向にあります。今後は外国の方との交流が増えてくると思います。皆様も是非「やさしい日本語」につ

いて調べてみていただけたら嬉しいです。




